
憲法９条は世界に誇れる世界の宝
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憲
法
９
条･･･

日
本
国
民
は
、
正
義
と
秩
序
を
基
調
と
す
る
国
際
平
和
を
誠
実

に
希
求
し
、
国
権
の
発
動
た
る
戦
争
と
、
武
力
に
よ
る
威
嚇
又
は
武
力
の
行

使
は
、
国
際
紛
争
を
解
決
す
る
手
段
と
し
て
は
、
永
久
に
こ
れ
を
放
棄
す
る
。

②　

前
項
の
目
的
を
達
す
る
た
め
、
陸
海
空
軍
そ
の
他
の
戦
力
は
、

こ
れ
を
保
持
し
な
い
。
国
の
交
戦
権
は
、
こ
れ
を
認
め
な
い
。

令和５年度網走市国民健康保険料の料率 （表 １）

　区　　分 令和５年度 令和４年度 備　考

医
療
分

①所得割 6.55％ 6.30％ 0.25％増
均等割 ２７，５００円 ２７，５００円 据え置く

平等割 ２４，０００円 ２４，０００円 据え置く

支
援
分

②所得割 2.25％ 2.20％ 0.05％増
均等割 ９，５００円 ９，５００円 据え置く

平等割 ７，５００円 ７，５００円 据え置く

介
護
分

③所得割 1.70％ 1.70％ 据え置く

均等割 １２，０００円 １２，０００円 据え置く

平等割 ６，０００円 ６，０００円 据え置く

所得割①
+② +③ 10.50％ 10.20％ 0.30％増

北海道が示す納付金、 料率 （表 ３） 23 年 2 月 22 日

令和５年度 令和４年度 備　考

納付金 12 億 7948 万円 12 億 9013 万円 ▲０．８％

標準料率 12.58％ 12.22％ ０．３％増

令和５、 ４年度予算書から （表 ２)

歳入 令和５年度 令和４年度
国保料 9 億 1133 万円 9 億 3211 万円

被保険者数 7,405 人 7,744 人

世帯数 4,480 世帯 4,750 世帯
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私
は
今
年
中
に
満

70
才
に
な
り
ま
す

が
、
45
年
近
く
に

な
る
パ
ー
ト
ナ
ー

が
２
週
間
以
上
の
入
院
生
活

に
な
り
、
猫
３
匹
と
暮
ら
す

経
験
を
し
ま
し
た
。
ツ
ン
デ

レ
猫
が
私
に
は
ツ
ン
も
デ
レ

も
あ
り
ま
せ
ん
。
毎
日
、
ト

イ
レ
掃
除
と
食
事
の
支
度
は

誰
の
お
か
げ
？
と
言
い
た
い

が
全
く
の
無
視
！
で
も
、
後

半
は
３
匹
し
て
朝
起
こ
し
に

来
ま
し
た
が
慣
れ
な
い
猫
た

ち
に
翻
弄
さ
れ
る
日
々
で
し

た
。
無
事
に
後
遺
症
も
少
な

く
退
院
し
た
パ
ー
ト
ナ
ー
、

猫
た
ち
は
落
ち
着
き
、
人
間

同
様
日
常
を
取
り
戻
し
つ
つ

あ
り
ま
す
。
▼
先
週
の
「
流

氷
」
を
見
て
早
速
、
山
菜
を

差
し
入
れ
て
い
た
だ
い
た
皆

様
に
感
謝
で
す
。
１
３
０
％

の
確
率
で
私
が
先
に
病
気
に

な
り
見
送
り
さ
れ
る
事
に
な

る
と
思
い
込
ん
で
い
ま
し
た

が
、
現
実
は
違
い
、
ど
ち
ら

が
先
と
も
言
え
な
い
事
に
改

め
て
気
付
か
さ
れ
ま
し
た
。

▼
病
は
気
か
ら
と
言
い
ま
す

の
で
、
今
で
き

る
事
は
明
日
に

な
ら
な
い
様
に

努
力
し
て
い
き

た
い
。

北
見
生
活
と
健
康
を
守
る
会

副
会
長　

神
田　

優

　

６
月
５
日
、
文
教
民
生
委
員
会
に
お

い
て
、
網
走
市
は
国
民
健
康
保
険
料
の

料
率
を
０
．
３
％(

表
１
）
上
げ
る
と

報
告
し
ま
し
た
。

　

５
月
22
日
に
開
催
さ
れ
た
国
民
健
康

保
険
の
運
営
に
関
す
る
協
議
会
に
諮
問

し
、
答
申
を
受
け
た
こ
と
か
ら
料
率
改

定
を
決
定
し
た
と
言
い
ま
す
。

　

市
が
示
し
た
資
料
に
よ
る
と
、
市
は

国
保
事
業
費
納
付
金
や
諸
支
出
金
か
ら
、

道
支
出
金
及
び
一
般
会
計
繰
入
金
な
ど

を
差
し
引
い
た
額
（
９
億
１
９
４
６
万

円
）
を
確
保
す
る
た
め
、
保
険
料
率
を

上
げ
る
と
し
て
い
ま
す
。

７
年
後
ま
で
に
２
％
上
げ
る
な
ら

　

８
万
円
値
上
げ
？

　

ま
た
、【
料
率
算
定
の
考
え
方
】
は
、

令
和
12
年
度
ま
で
に
、
北
海
道
が
示
す

標
準
保
険
料
率
12.

58
％
に
合
わ
せ
て

い
く
必
要
が
あ
り
、
保
険
料
率
の
急
激

な
上
昇
に
よ
る
負
担
増
を
避
け
る
た

め
、
毎
年
度
段
階
的
に
上
げ
て
い
く
方

向
を
示
し
ま
し
た
。

　

村
椿
議
員
は
２
％
上
が
れ
ば
、
７
年

後
に
は
８
万
円
も
上
が
る
と
指
摘
。
料

率
を
上
げ
る
た
め
に
、
高
い
保
険
料
で

苦
し
ん
で
い
る
被
保
険
者
が
も
っ
と
苦

し
く
な
る
と
反
対
し
ま
し
た
。

　国保料金は　どうやって決まる？
　２０１８年度から北海道が運営。各市町村の保険

料を計算し、公表。市町村は被保険者から集めて道

に納付します。道からは支出金が払われます。

何故、早くに示さないのか
　２月に道は公表しているのですから、料金が上
がることについてはもっと早くに被保険者や議
会に示す必要があります。告示直前に議会に報告
するだけでは、被保険者は納得できません。

被
保
険
者
は
減
っ
た
？

　

村
椿
議
員
は
、
こ
の
料
率

を
上
げ
る
根
拠
に
つ
い
て
、

予
算
書
の
時
（
表
２
）
と
何

が
変
わ
っ
た
の
か
。
予
算
時

の
被
保
険
者
数
、
世
帯
数
よ

り
減
っ
た
の
か
と
質
問
し
ま

し
た
。

　

網
走
市
は
被
保
険
者
数

７
４
５
５
人
、
４
６
２
３
世

帯
で
減
っ
て
い
な
い
と
答

弁
。
村
椿
議
員
は
、
料
率
を

上
げ
る
理
由
に
な
ら
な
い
の

で
は
と
指
摘
し
ま
し
た
。

２
０
１
８
年
度
の
国
保
の
都
道
府
県
化

　

国
・
道
の
圧
力　

市
は
基
金
繰
入
を
無
く
す

　

国
保
料
の
急
激
な
値
上
げ
が
起
こ

り
出
し
た
１
９
８
０
年
代
以
降
、
多

く
の
自
治
体
が
値
上
げ
を
抑
え
る
た

め
、
独
自
に
国
保
会
計
に
国
の
基
準

以
上
の
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
を
し

て
き
ま
し
た
。
こ
れ
に
対
し
、
国
は

法
定
外
繰
入
を
解
消
す
べ
き
だ
と
主

張
し
、
２
０
１
０
年
代
か
ら
指
導
圧

力
を
強
め
て
き
ま
し
た
。
２
０
１
８

年
度
に
法
律
を
変
え
て
運
営
を
都
道

府
県
に
し
ま
し
た
。

　

村
椿
議
員
は
料
率
を
上
げ
る
根

拠
を
追
及
し
ま
し
た
が
、
今
回
、

網
走
市
は
予
算
時
に
基
金
繰
入

２
８
０
０
万
円
を
計
上
し
て
い
た
の

を
、
料
率
を
上
げ
る
こ
と
で
、
基
金

繰
入
を
無
く
す
と
答
弁
し
て
い
ま

す
。
現
在
基
金
は
２
億
８
千
万
も
あ

る
と
い
う
の
に
で
す
。

　

国
・
道
言
い
な
り
で
は
、
市
民
の

生
活
は
守
れ
ま
せ
ん
。
引
き
続
き
改

善
を
求
め
て
い
き
ま
す
。


